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福島県内には現在約１万３千人の外国籍の方々が暮らしています。近年、定住化が進んでいることもあり、初級日本語を終えて、日本語にもっと深入りしてみたい、ブラッシュアップしてみたいと思っている学習者は少なくありません。しかし、中級日本語は奥が深く、教える側も何をどう教えたらいいのか戸惑うこともあるのではないでしょうか？今回の講座は、そんなあなたの疑問や悩みの一助となるはず。是非ご参加ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	講座１
	８月２９日（土）10時～16時

	
	

	講座２
	９月 ５ 日（土）10時～16時

	
	

	
	＊講座の詳細は裏面をご覧下さい。


	場所
	
	福島市市民会館　502号室（福島市霞町1-52  TEL:024-535-0111）

	
	
	

	対象
	
	日本語ボランティアとして活動中の方のうち、初級の指導経験が十分ある方。

	
	
	

	
	
	＊初級学習者の指導経験が十分にある方とは、『みんなの日本語初級Ⅰ・Ⅱ』『げんきⅠ・Ⅱ』『にほんご４５じかん・にほんごつぎの４５じかん』『Japanese for busy people』『新文化初級日本語Ⅰ・Ⅱ』など、一般的な初級向け教科書で提出される基本文型を大体ひととおり教えた経験を持つ方。

	
	
	

	参加費
	
	1講座につき 1,500円
＊福島県国際交流協会賛助会員は1,000円（但し団体会員の場合は１団体につき３名まで）

	
	
	

	定員
	
	各講座３０名（先着順、定員になり次第締切ります）

	
	
	

	講師
	
	友松　悦子さん（拓殖大学留学生別科非常勤講師）

	
	
	

	申込方法
	
	参加希望の方は、裏面申込書をＦＡＸでお送りいただくか、直接お電話でお申し込み下さい。なお参加費は、当日受付にてお支払いください。

	
	
	

	（財）福島県国際交流協会　（担当：齋藤・佐々木）

TEL 024-524-1315　　FAX 024-521-8308


主催／（財）福島県国際交流協会　　共催／福島市国際交流協会
※講師の都合により、内容が変更になる場合があります。

	
	テーマ
	内容例

	講座１
８月２９日（土）
	中級ってどんな学習をするの？

～中級学習の全体像をとらえよう～
	○初級と中級、どう違う？
○ワークショップ

「どう応える？学習者のニーズ」

	講座2

9月５日（土）
	どんな指導法があるの？

～活動のヒントを模索しよう～
	○レッスンの具体例から指導のポイントを考察する

○中級教材のバラエティーとその活かし方
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平成２１年度日本語ボランティア研修会（経験者向け）参　加　申　込　書
	名前（ふりがな）
	
	年齢
	□10代 □20代 □30代 

□40代 □50代 □60代～

	連絡先
	〒

TEL   　　　　　　　　　　　　　          FAX

	日本語ボラン

ティア活動歴
	経験年数　　初級　　　　　　　年、　中・上級　　　　　　年

所属団体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　  　　　　　　　　

	希望講座
（複数可）
	□　講座１　（８／２９）　　　　□　講座２　（９／５）　　　　　



	当協会の賛助

会員ですか？
	□はい（No. 　     　　 ）　　 

□いいえ　　　　　　　　　　　□入会希望

	講師への質問・要望
などあればご記入
下さい。


	


＊今回の申し込み内容は、本事業および県国際交流協会主催事業以外には使用いたしません。
送信先：　FAX　024－521―8308
添書不要です。このまま送信して下さい。
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中級学習者に


向き合うため


のポイントは？





平成２１年度日本語ボランティア研修会（経験者向け）� －中級の指導ってどういうふうにするの？－


参加者募集





初級と中級の教え方に違いはあるの？





-講師プロフィール-


民間の日本語学校での指導経験を経て、1990年より拓殖大学留学生別科の非常勤講師。大学、専門学校、大学院への進学を目指している留学生に読解、小論文を指導するほか、日本語教師養成コースの日本人学生を対象に「日本語の文法」を指導している。主な著書に『小論文への12のステップ』、共著で『中級日本語文法要点整理ポイント20』（ともにスリーエーネットワーク）『どんな時どう使う日本語表現文型辞典』（アルク）などがある。











中級テキストの


効果的な活用法は？








